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廃炉 
事業 

技術開発 

閣僚等会議（省庁横断組織） 

事務局(資源エネ庁) 

研究計画 

• 戦略プランの作成 
• 研究開発計画 
• 重要課題の工程管理 

IRID 

廃炉政策 
（RMの策定） 

NDF 
技術・戦略支援組織 

研究開発の 
実施機関 

現地での廃炉業
務実行組織 

TEPCO 

廃炉 
戦略 

日本政府 

福島第一原発廃炉に関わる組織構成 

JAEA 

廃炉汚染水対策チーム 
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NDFによる取り組み 

中長期ロードマップの技術的根拠たる「戦略プラン」を策定する 
 
戦略プランでは・・・ 
 
• 廃炉および研究開発についてのPDCA 
• リスク本位での廃炉戦略を策定する 
• 複数のデブリ取り出し工法 
• 廃棄物戦略検討に着手 
• 廃炉研究開発計画を策定する 
• 国際的な連携の拡大 
• 技術的調整と討議の機会の拡大 
 
上記を踏まえ、デブリ取り出し工法の方針を決定する 

TSSO 
Technical and Strategic 

Support Organization 
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完全冠水状態で上部からアクセス 

提供 IRID 

冠水法による燃料デブリの取り出し 
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気中で上部や横からアクセス 

提供 IRID 

その他の燃料デブリの取り出し方法 （気中取り出し） 
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福島第一のリスクプロフィル 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

燃料デブリ 
プール内燃料 

一部の二次廃
棄物 タンク内汚染水 

トレンチ内汚染水 

建屋内汚染水 

起こりやすさ 

影
響
度

 

リスク低減 

周到な準備と技術でもっ
て安全・確実・慎重に対
処し、より安定な状態に
持ち込むべきリスク 

長期的な措置を 
すべきリスク 

固体廃棄物 

可及的速やかに 
対処すべきリスク  

戦略プランでのリスクの考え方 

英国NDAのリスク/優先度の考え方 
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浜通りの復興のビジョン （１２市町村の将来像検討） 
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研究への取り組みが、浜通りの復興に貢献する 

文科省による廃炉国際共同研究センター 

判断がつかない 戻りたい 戻らないと決めている 

H25 

H26 

大熊町住民意向調査 無回答 



連携・統合・集中・役割分担・・・・ 

基礎研究 

基盤的研究 

応用開発 

実用 

TEPCO 

IRID 

JAEA 

大学 

経済産業省・廃炉・汚染水対策基金事業 

経済産業省・JAEA研究拠点施設整備事業 

JAEAが運営費交付金で進めている基盤研究 

文部科学省・人材育成推進事業 
 ・廃止措置研究拠点育成等強化プログラム 
 ・原子力基礎基盤戦略研究プログラム 

現場ニーズ 
現場条件 
規制要求 
性能保証 

基礎的解明 
新規アイデア 
国際共同研究 
人材育成・教育 

特殊施設や実験装置の利用 
稀有な基盤的研究スキル 
基盤的データの採取 

新規技術適用 
装置開発 
性能実証 
安全データ取得 
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このプロジェクトの難しさ 

• 想像を超える“アクセス”の困難さ 
• 炉心内部の情報の不足 
• 大きな不確定性 
• 工学装置に課される極限条件 
• 環境を相手とする難しさ 
• 社会的制限や要求の存在 
• 制度や仕組みの準備不足 
• 専門家の不足 

• 理論・計算の利用 
• データの充足 
• 経験的知見の獲得 
• 工学的克服 
• 推論法の充実 
   演繹法/帰納法 
   最尤法 
   探索法 

この挑戦の難しさ 可能な取り組み 

 ターゲットは「福島第一のリスクを下げること」「被災地を復興させること」 
 したがって、これは「応用（Application）」のプロジェクト 
 そのためには、Investigate/Consolidate/Concentrate することが必要 
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Solutionに至る道筋をを考える （１） 

日本的な「試行錯誤」のアプローチ （東大藤村教授の講義より） 
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アメリカ的な「ショートカット」のアプローチ （東大藤村教授の講義より） 

Solutionに至る道筋をを考える （２） 
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オランダ的な「短縮化」のアプローチ （東大藤村教授の講義より） 

Solutionに至る道筋をを考える （３） 
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 国家的プロジェクトとしての福島第一発電所の廃炉への取り組みは、新たな
段階に進みつつある。 

 廃炉戦略を見直し強化するためにNDFが設立され、現在、戦略プランと中長
期ロードマップ改訂のための作業が進んでいる。 

 きわめて困難なプロジェクトの中で、NDFの、廃炉戦略や研究開発のコーディ
ネータとしての役割が期待されている。 

 研究開発分野においては、IRIDやJAEAの役割がきわめて重要。 

 基礎から応用に至る広い範囲にける専門家集団としてのJAEAには、
「Consolidation and concentration/Investigation and application」での取
り組みがたいへん重要である。廃炉国際共同研究センターの取り組みが、大
いに期待される。 

 福島研究開発部門には、NDFやIRIDとの密接なコミュニケーションを期待。 

 福島研究開発部門の今後のご活躍をお祈りする。 

結論 


